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別記様式第 4号 

会 議 等 結 果 報 告 書 

会議区分 会 議 ・ 打合せ ・ 協 議 
文書番号  

決裁期日 平成２７年１０月１５日 

名 称 文化財保護委員会会議 

日 時 平成２７年１０月１４日（水） １３時３０分～１４時４５分 

場 所 公民館 ２階第１研修室 

出席者 

文化財保護委員 ８名 

教育委員会：服部教育長、野崎教育振興課長、川久保主幹 

飯村主査、水野施設管理業務員（現地視察より出席） 

内 容 

 別紙のとおり。 

 ・野崎教育振興課長進行 

新委員２名（有倉委員、北向委員）に教育長より委嘱状の交付、教育長挨拶後、新委員２

名に自己紹介を願う。 

 

・これより、北川委員長議事進行 

 

<報告事項> 

 報告事項 1～3について、事務局より一括報告する。 

1 整備関係 

 昨年度より指摘のあった、郷土館階段床玄昌石の石割れ、剥がれの補修修理について報告。

2 開館関係 

 郷土館日曜・祝日開館と９月末現在における郷土館と開拓記念館の入館者数について報告

した。両館共に昨年度同期と比較すると入館者数が減少しているが、要因として昨年度は、

団体の入館者が多かったが本年度は、団体の入館があまりないためである旨の説明をした。

 また、本年度は開拓記念館の祝日開館を実施しており、９月末現在で７日間の臨時開館を

実施し、39名の入館があった旨を補足説明した。 

3 事業関係 

 トカチルゥチシを歩く会の主催で、本年度 8回目となるトカチルゥチシ伝承堅雪フットパ

スに名義後援した旨の報告と教育委員会主催、郷土をさぐる会共催の歴史探訪研修会の実施

報告をした。 

 委員長より報告事項 1～3について質疑等求める。 

※ 意見・質疑なく、報告事項 1～3について了承。  

 



 

内 容 

<協議事項> 

 協議事項 1～3について、事務局より一括報告する。 

1 郷土館特別展示について 

 毎年、町の総合文化祭に合せて実施している郷土館特別展示の本年度の展示案について

議案 7～8頁を基に説明した。 

2 かみふらの 10 大ニュースについて 

 毎年実施しているかみふらの 10 大ニュースについて、本年度も実施。年明け 1 月より

選考応募を町民にしていただき、2/10 日号の広報で結果について周知を予定している。

 参考に昨年度の選考結果を第 3位まで口頭で報告した。 

 ≪H26 年かみふらの 10 大ニュース応募結果≫ 

  投票者数 344 名（1名につき 5項目記入） 

  投票数  1720 票 

  第 1位 十勝岳噴火警戒レベル２に引き上げ（12 月）：224 票 

  第 2位 「全国一」上富良野 36.8 度（6月）：203 票 

  第 3位 「全国大会出場」上富良野ジャガーズ（8月）：137 票 

3 歴史的建造物（戦争遺跡）の保存について 

 日の出公園内の遊歩道の一部として残されている壕について、三原委員より監的壕であ

る可能性が高く、戦争遺産として保存していくことが必要ではないかとの提言があり、

どのようにしていくのが良いか各委員へ意見求める。 

 ・三原委員より補足説明：町史等に射撃壕が建設された旨の記載があり、射撃壕につい

ての資料等を調べたところ現在残っている壕は、監的壕ではないかと考えられ、戦争遺

跡は、平和教育のために必要であり、町として保存していただきたい。 

 ・教育長：戦争遺跡ではなく、軍事訓練の施設で戦争のために作られたものではないた

め、登録するとしたら歴史的建造物という分類で登録した方が良いのではないか。 

 ・北向委員：文化遺産の分類に戦争遺跡という分類があったと思うので、戦争遺跡で良

いのではないか。 

 ・教育長：戦争遺産の分類はあるが、目的が戦争のために作られたものではないので、

歴史的建造物で良いのではないか。調査研究し、登録の際に道教委より戦争遺産での登

録が好ましいと言われれば、そのようにする。 

 また、指定文化財として登録するのではなく、銘板等を設置し史跡として残す方法も考

えられる。いずれにしても、町史等の記載だけでは登録には不十分であり、掘り下げて

調査研究が必要である。 

 ・事務局：この後、現地を視察するので、現場確認の上、方向性等について意見等いた

だきたい。 

 ・教育長：本件については、調査等に相当時間がかかると思われる。調査結果等を踏ま

え、保存形式等については来年度以降の会議の中で検討していくこととなるので、了承

願いたい。 

※ 協議事項 1～3について了承 

 協議事項 1～3 まで本会場での協議を終え、現地視察へと移った。現地視察終了後、会

議終了とすることで事務局より説明し、現地へ移動。 



 

内 容 

4 現地視察 

 郷土館：郷土館玄関の補修状況について現場にて確認をした。 

  ・羽賀委員より高齢の来館者より、玄関の段差でつまづきそうになったとの意見

が聞かれるので、段差を解消するような対策はできないかとの意見あり。 

 日の出公園内遊歩道：監的壕跡の視察を行った。監的壕の用途等について三原委員

より説明あり。 

   

 現地視察後、帰館し本日の会議を終了とした。（帰館時間 14：45） 

 


